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【公開番号】特開2009-11460(P2009-11460A)
【公開日】平成21年1月22日(2009.1.22)
【年通号数】公開・登録公報2009-003
【出願番号】特願2007-174491(P2007-174491)
【国際特許分類】
   Ａ４３Ｂ   7/08     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月27日(2010.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　履物の内部に開口した内気口と外部に開口した外気口とを相互に連通する換気管路を備
え、前記換気管路は、前記履物の内部に対し耐水性を有すると共に前記内気口と前記外気
口との中間に最高点を有し、
　少なくとも前記内気口から履き口部まで、前記履物の甲皮側の内側に通気性部材が被覆
されていることを特徴とする履物。
【請求項２】
前記履物の爪先部には、前記外気口と、前記内気口と、甲皮に隣接して前記換気管路を構
成し耐水性を有する爪先を覆う構造体と、が具備されていることを特徴とする請求項１記
載の履物。
【請求項３】
前記構造体内に電子装置を実装したことを特徴とする請求項２記載の履物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　さらに別の変形例として、本発明の実施形態１では、先芯構造体１を外側部材１１と内
側部材１２とに分けて成型し、貼り合わせることで形成されるとしたが、換気管路２０、
２１の甲皮側部分を開口し、開口した換気管路壁部を甲皮１０で代用することで、先芯構
造体１を一つの部材で形成するようにしてもよい。あるいは、先芯構造体１は、図９に模
式的に示すように上り換気管路２０及び先芯上部２２の甲皮側部分の管路壁を開口し、開
口した換気管路壁部を甲皮１０で覆うと共に、下り換気管路２１の通気性部材１３側部分
の管路壁を開口し、開口した換気管路壁部分を通気性部材１３で覆うことで換気管路を構
成するようにすることで、上り換気管路と下り換気管路とを一つの部材として一括成型す
るようにしてもよい。この場合、先芯構造体１は耐水性材料を用いるとともに、甲皮は透
湿防水性のもの（透湿防水シートを甲皮に張り合わせたものを含む）を使用することが好
ましい。この変形例は、本発明の簡易的な実施形態として、より低廉価な履物を実現する
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ことができる。上記の簡易的な換気管路の構造は、本発明の実施形態２、３においても適
用可能である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
１、３７、８０・・・・　先芯構造体
２・・・・　甲皮(アッパー)
３・・・・　アウトソール(本底)
４・・・・　インソール（中底）
５・・・・　履き口部
６・・・・　羽根部
７・・・・　タン（舌革）部
９・・・・　トゥボックス
１０・・・　甲皮
１１・・・　外側構造体
１２・・・　内側構造体
１３・・・　通気性部材
１４・・・　補強材
１５・・・　インソール
１６・・・　中底
１７、８３、８４、８５・・・　内気口
１９、３１、３２、８１、８２・・・　外気口
２０、３５、８７・・・　上り換気管路
２１、３６、８８・・・　下り換気管路
２２、９０・・・　先芯構造体上部
２３、８９・・・　張り出し部
３０、８６・・・　下り換気管路底部
３１、３２・・・　外気口
３３、３４・・・　空洞部
４０・・・　爪先部
５０・・・　強制換気装置
７０・・・　制御装置
７２・・・　センサ
７３・・・　電源装置
７４・・・　電池パック
７５・・・　入力手段
７６・・・　導線
１００・・・　履物
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